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研究成果概要 

 
2024 年度は主に 

l 大口径 GV 7 台の EPICS 対応（遠隔監視・操作）＋ interlock 整備： 
2024/06-2025/02 で 7 台の設置（上図左の赤丸箇所） 

l GV と同時に 7 か所の監視を追加 
の２つを実施した。本提案の当初計画ではφ400 の小型 GV のインターロック系を実施

する予定であったが、アームに設置されているターボ分子ポンプが気づかぬうちに停止

していたなどの事例があったことから、KAGRAの真空を守るために最も重要な大型GV
に優先して interlock を導入することとした。Interlock システムの概要は上図右である。

これまでに試験導入した小型 GV の interlock については、コストを考慮して Digital 
I/O での制御を用いたが、大型 GV については信頼性の担保が必要なことなどから、加

速器と同様に PLC 制御を行うこととした。真空ゲージ CC-10 の出力をモニターし、閾
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Captured from the display screen of the monitor in the control room
• Gate valve display status

Green Status ---> Open
Red  Status ---->   Close

• Gate valve status flips from Red to Green or Green to Red when valve is activated.

• Interlock devices have been 
or will be installed on gate 
valves circled in red.

• Plans install interlock 
devices on 6 gate valves.

• Interlock devices installed 
on 4 gate valves by 
2024/Dec./7.

• Completed installation of 
gate valve interlock devices 
by 2024/Dec./18.

Example of installed interlock devic
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値よりも悪化した場合に PLC を通して大型 GV を Close するようなシーケンスを組ん

だ。また、運転状況を MOXA によるリモート監視だけでなく、現場で視覚的に理解でき

るよう表示ランプも設置した。下図はその一例の写真である。 
このシステム導入後の 2025/01/09 に、BSX/BSY 近くでの作業により真空圧力上昇のト

ラブルが発生し、初めて interlock が作動し、BSX/BSY が閉止するという事象があった。

これにより interlock の重要性が証明された。 
実績としては以上であるが、ここまで至るために多くのバグ出しに時間を費やした。具

体的には、CC-10 の通信エラー対応、VAC-SP や GV の状態変化時刻の PV 化などであ

る。 
結果的に、大型 GV の interlock を実装できたことで、これまで行ってきた真空ポンプ

や小型 GV の監視システムなど一通り必要な真空システムの interlock 実装の目処が付

き、残るは量産のみとなった。今後の課題としては、低温システムの interlock もある

が、真空システムよりは複雑ではなく、比較的容易に実装できると考えている。 
したがって、本共同研究で実施してきた真空システムのモニター/Interlock は一旦ここ

で完了することとした。 
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